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　︻
歴
史
︼
一
九
七
四
（
昭

和
四
十
九
）
年
、
守
山
小
学

校
の
分
校
と
し
て
設
立
。
翌

七
五
（
同
五
十
）
年
四
月
に

独
立
し
、
二
城
小
学
校
が
誕

生
。
現
在
は
四
百
九
十
六
人

の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　︻
特
色
︼
「
ペ
ア
学
年
に

よ
る
活
動
が
と
て
も
盛
ん
で

す
」
と
中
村
麻
美
校
長
。

　本
の
読
み
聞
か
せ
や
校
外

学
習
中
の
遊
び
な
ど
、
異
学

年
（
縦
割
り
）
で
の
活
動
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
教
室
の
配
置
も
工
夫
さ

れ
『
一
年
生
と
六
年
生
が
二

階
』
の
よ
う
に
ペ
ア
学
年
が

並
ぶ
形
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
二
城
幼
稚
園
が
同
じ

敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
年
生
児
童
と
年
長
園
児
が

工
作
や
ゲ
ー
ム
で
触
れ
合
う

「
な
か
ま
な
タ
イ
ム
」
を
開

催
。
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

ら
し
さ
を
発
揮
し
、
交
流
を

深
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　︻
取
り
組
み
︼
校
訓
「
が

ん
ば
る
子
・
や
さ
し
い
子
・

考
え
る
子
」
と
、
学
校
の
主

役
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
と

い
う
考
え
の
下
、
学
習
や
活

動
に
主
体
性
を
持
っ
て
臨
む

こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　中
で
も
児
童
会
は
活
発

で
、
学
校
を
挙
げ
て
楽
し
む

「
二
城
っ
子
冬
祭
り
」
で
は

中
心
的
役
割
。
本
年
度
の
児

童
会
は
「
や
る
気
の
木
～
本

気
・
勇
気
・
元
気
～
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
明
る
く
元
気
な

子
た
ち
を
牽
引
し
て
い
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
二
城
小

の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
︼
二
城
っ
子
一
人
一
人
の

笑
顔
が
地
域
の
宝
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
本
気
・
勇
気
・
元

気
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

二
城
小
学
校

 

鳥
神
町
二
四
八

本気・勇気・元気を発信

壁がなくて交流も盛ん―同じ敷地内

に二城小学校と二城幼稚園がある

　区
内
で
は
初
め
て
―
。
小
幡

学
区
に
設
置
さ
れ
た
簡
易
設
置

式
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
開
始
式

が
先
月
五
日
、
小
幡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
小
幡
二
＝
で

開
か
れ
、
関
係
者
ら
約
二
十
人

が
出
席
し
た
。

　愛
知
県
警
が
三
年
前
か
ら
始

め
た
「
簡
易
設
置
式
防
犯
カ
メ

ラ
運
用
事
業
」
の
一
つ
。
設
置

や
取
り
外
し
が
簡
単
な
防
犯
カ

メ
ラ
と
、
そ
の
設
置
を
伝
え
る

プ
レ
ー
ト
を
各
所
に
設
け
る
こ

と
で
、
地
域
の
防
犯
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
も
の
。

　運
用
開
始
式
で
は
、
守
山
署

の
里
見
勝
之
署
長
が
「
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
犯
罪
抑
止
だ
け

で
な
く
、
捜
査
に
も
有
効
」
と

あ
い
さ
つ
。
同
学
区
連
絡
協
議

会
の
太
田
雄
次
会
長
と
里
見
署

長
に
よ
る
協
議
書
の
調
印
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　侵
入
盗
が
守
山
署
管
内
で
減

少
傾
向
の
中
、
同
学
区
で
は
昨

年
・
一
昨
年
と
も
一
―
十
月
の

間
に
二
件
発
生
。
同
学
区
に
よ

っ
て
設
置
済
み
の
防
犯
カ
メ
ラ

十
台
に
加
え
、
さ
ら
に
十
台
が

二
月
末
日
ま
で
稼
働
す
る
。

　「
抑
止
力
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
太
田

会
長
。
ま
た
「
今
後
も
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　「
第

回
市
長
杯
・
議
長
盾

争
奪
戦
守
山
区
小
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
（
中
日
新
聞
守

山
販
売
店
連
合
会
後
援
）
が
十

一
月
十
六
日
、
志
段
味
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
内
の
志
段
味
西
球
場

で
開
か
れ
た
。

　区
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

有
志
連
合
に
よ
る
大
会
で
、
学

区
単
位
の
四
チ
ー
ム
・
約
七
十

人
の
男
女
が
参
加
。
開
会
式
で

は
、
前
回
優
勝
し
た
大
森
北
学

区
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
加
藤

崇
洋
君
（
六
年
）
が
「
仲
間
と

と
も
に
全
力
で
戦
い
ま
す
」
と

力
強
く
選
手
宣
誓
し
た
。

　試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
、
球
場
に
二
面
の
コ
ー
ト
を

設
け
て
競
技
。
選
手
だ
け
で
な

く
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護

者
ら
も
「
オ
ッ
ケ
ー
」
「
い
い

よ
、
い
い
よ
」
な
ど
の
元
気
な

声
を
響
か
せ
た
。

　熱
戦
の
末
、
志
段
味
西
学
区

が
先
に
開
催
さ
れ
た
区
大
会
に

続
い
て
優
勝
。
ま
た
、
準
優
勝

は
吉
根
学
区
だ
っ
た
。

　廿
軒
家
学
区
の
「
地
域
ふ
れ

あ
い
も
ち
つ
き
大
会
」
が
先
月

七
日
に
廿
軒
家
小
学
校
＝
更
屋

敷
＝
で
開
か
れ
、
住
民
ら
約
三

百
人
が
つ
き
た
て
の
餅
や
人
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
だ
。

　同
学
区
の
区
政
協
力
委
員
会

な
ど
が
主
催
。
日
本
の
伝
統
行

事
を
受
け
継
い
で
、
住
民
同
士

の
絆
も
深
め
よ
う
と
十
年
以
上

前
か
ら
続
け
て
い
る
。

　今
回
用
意
し
た
も
ち
米
は
百

十
㌔
で
、
洗
っ
て
水
に
浸
す
な

ど
前
日
か
ら
準
備
。
消
防
団
員

が
力
強
く
き
ね
を
振
る
っ
た
ほ

か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
女
性
会
会
員
が

餅
を
丸
め
、
き
な
こ
や
大
根
お

ろ
し
、
あ
ん
こ
を
絡
め
た
。

　体
育
館
に
は
出
来
た
て
を
味

わ
う
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
笑
顔
。
友

達
同
士
と
い
う
小
学
生
の
女
の

子
た
ち
は
感
想
に
つ
い
て
「
お

い
し
い
」
「
き
な
こ
が
好
き
」

と
声
を
そ
ろ
え
て
い
た
。

　同
学
区
区
政
協
力
委
員
長
の

箕
浦
昭
治
さ
ん
は
「
こ
う
し
た

催
し
、
触
れ
合
い
が
防
災
や
災

害
時
の
助
け
合
い
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　「
ふ
れ
あ
い
親
子
デ
ィ
ス
ク

ド
ッ
ヂ
大
会
」
が
十
一
月
十

日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

＝
下
志
段
味
生
下
り
＝
競
技
場

で
開
か
れ
、
小
学
生
と
保
護
者

ら
約
百
二
十
人
が
集
ま
っ
た
。

　喜
多
山
一
に
事
務
局
を
置
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）

法
人
「
ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
ク
ド

ッ
ヂ
協
会
」
が
主
催
。
同
協
会

は
、
競
技
を
通
じ
て
親
子
や
地

域
の
絆
を
深
め
る
な
ど
を
目
的

に
二
年
前
に
発
足
し
た
。

　第
二
回
大
会
に
は
学
区
を
基

本
に
し
た
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
る
際
に
大
人

行
わ
れ
た
式
で
は
、
信
田
直
己

区
長
が
「
み
ん
な
で
安
心
・
安

全
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

守
山
旭
防
犯
連
合
会
の
加
藤
章

一
会
長
は
「
車
（
青
パ
ト
）
を

見
掛
け
た
ら
、
手
を
上
げ
た
り

し
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
」
と
児

童
た
ち
に
呼
び
掛
け
た
。

　志
段
味
東
学
区
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
隊
員
は
八
十
人
。
日

曜
を
除
く
毎
日
、
児
童
の
下
校

時
や
朝
晩
に
青
パ
ト
で
見
回
っ

て
い
る
。
隊
長
の
水
野
三
郎
さ

ん
は
「
隊
員
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
安
全
装
備
の
付
い
た

新
し
い
車
に
安
心
し
て
乗
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
狙
い
の
一
つ
だ

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

が
入
れ
な
い
エ
リ
ア
を
設
け
る

な
ど
、
子
ど
も
と
大
人
、
初
心

者
が
一
緒
に
楽
し
め
る
同
協
会

ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　ま
た
コ
ー
ト
二
面
を
設
け
、

二
つ
の
予
選
リ
ー
グ
と
下
位
・

上
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
技
。

熱
戦
の
末
、
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
２
」
が
優
勝
、
「
Ａ

ｓ
ｏ

　Ｖ
ｉ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
が

準
優
勝
し
た
ほ
か
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
プ
レ
ー
な
ど
に
贈
ら
れ

る
「
ふ
れ
あ
い
賞
」
に
は
「
チ

ー
ム
小
幡
２
」
「
Ａ
ｓ
ｏ

　Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
が
選
ば
れ
た
。

　同
協
会
の
神
野
英
樹
理
事
長

は
「
幅
広
い
年
代
で
楽
し
む
に

は
、
と
て
も
い
い
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
う
。
ス
マ
ホ
な
ど
に
は
で

き
な
い
〝
つ
な
が
り
〟
の
部
分

を
担
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　区
内
在
住
の
詩
人
、
犬
飼
愛あ

生お
い

さ
ん
四
一
に
よ
る
三
作
目
の

詩
集
「
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｋ

　ｍ
ａ
ｒ

ｋ

　ス
ト
ー
ク
マ
ー
ク
」
（
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
が
、
大
阪
文
学
協
会
主
催

「
第

回
小
野
十
三
郎
賞
」
詩

集
部
門
で
受
賞
し
た
。
犬
飼
さ

ん
は
「
同
年
代
の
女
性
を
は
じ

め
、
詩
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　幼
い
頃
か
ら
本
が
好
き
だ
っ

た
と
い
う
犬
飼
さ
ん
は
京
都
府

生
ま
れ
。
中
学
生
の
時
に
詩
を

書
き
始
め
、
新
聞
へ
も
投
稿
し

た
。
詩
を
好
き
に
な
っ
た
理
由

は
「
自
由
に
書
け
る
か
ら
」
。

詩
作
の
ゼ
ミ
が
設
け
ら
れ
て
い

る
大
阪
芸
術
大
学
文
芸
学
科
へ

進
み
、
本
格
的
に
学
ん
だ
。

　卒
業
後
は
広
告
会
社
で
地
域

情
報
誌
を
担
当
。
結
婚
・
出
産

を
経
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二

十
二
）
年
に
夫
の
転
勤
で
守
山

区
へ
。
ま
た
〝
社
会
か
ら
か
け

離
れ
な
い
よ
う
に
〟
と
い
っ
た

思
い
で
資
格
を
取
り
、
看
護
師

の
仕
事
も
始
め
た
。

　前
作
「
な
に
が
そ
ん
な
に
悲

し
い
の
」
か
ら
十
一
年
、
書
き

た
め
た
三
十
編
を
「
ス
ト
ー
ク

マ
ー
ク
」
に
収
録
。
「
十
一
年

の
間
に
、
子
を
産
み
育
て
、
母

と
い
う
生
き
物
に
な
っ
た
」

（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
―
現

在
は
十
歳
に
な
っ
た
長
男
の
育

児
と
成
長
の
様
子
を
中
心
に
、

犬
飼
さ
ん
が
「
母
親
は
こ
う
あ

る
べ
き
に
違
和
感
を
感
じ
た
」

と
振
り
返
っ
た
当
時
の
心
の
動

き
な
ど
も
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

今
日
、
ダ
ン
ゴ
虫
ゲ
ッ
ト
し
た



　と
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

丸
ま
っ
た
そ
れ
を
取
り
出
す
か

らや
っ
た
ね


　と
目
を
細
め
て

や
る
と

や
っ
た
ね
は
埋
め
た
ら
育
つ
？

　と
い
う

　

君
の
な
か
に
た
く
さ
ん
埋
ま
っ

て
い
る

や
っ
た
ね

い
っ
ぱ
い

　お
水
あ
げ
る
よ

同
詩
集
の
「
た
ね
」
か
ら
抜
粋

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　受
賞
に
つ
い
て
「
分
か
り
や

す
さ
で
選
ん
で
い
た
だ
け
た
の

か
な
と
思
う
」
と
犬
飼
さ
ん
。

「
子
育
て
詩
集
だ
け
ど
、
人
間

の
リ
ア
ル
を
書
い
た
」
と
も
。

Ａ
５
判
、
百
三
十
六
㌻
、
千
二

百
円
（
税
別
）
。
ア
マ
ゾ
ン
や

楽
天
ブ
ッ
ク
ス
ほ
か
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
入
手
で
き
る
。

　瀬
古
学
区
と
志
段
味
東
学
区

で
こ
の
ほ
ど
、
地
域
の
防
犯
活

動
に
使
用
す
る
青
色
回
転
灯
装

備
車
（
通
称
・
青
パ
ト
）
が
新

し
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
出
発
式

を
催
し
て
お
披
露
目
し
た
。

　両
学
区
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
財
団
（
東
京
）
の
「
青
パ

ト
配
備
助
成
事
業
」
助
成
金
を

受
け
、
軽
乗
用
車
の
新
車
を
導

入
。
以
前
の
車
両
は
瀬
古
学
区

が
二
台
目
で
九
年
経
過
、
志
段

味
東
学
区
が
十
三
年
経
過
で
、

と
も
に
老
朽
化
し
て
い
た
。

　瀬
古
学
区
は
十
一
月
二
十
四

日
、
瀬
古
小
学
校
＝
瀬
古
東
三

＝
で
出
発
式
を
実
施
。
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
携
わ
る
住
民
「
瀬

古
防
犯
隊
」
を
は
じ
め
、
約
百

人
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　式
で
は
、
同
学
区
連
絡
協
議

会
の
小
島
和
美
会
長
が
「
『
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
』
の
精
神
で
続
け
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
里
見
勝

之
守
山
署
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
、
出
席
者
が
新
し
い

青
パ
ト
を
囲
む
記
念
写
真
の
撮

影
も
行
わ
れ
た
。

　瀬
古
防
犯
隊
の
隊
員
は
九
十

人
で
、
日
曜
を
除
く
毎
日
、
六

地
区
に
分
け
た
学
区
内
を
順
番

に
青
パ
ト
で
巡
回
。
隊
長
を
務

め
る
瀬
尾
幸
三
さ
ん
は
今
後
に

つ
い
て
「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続

し
つ
つ
、
侵
入
盗
対
策
に
な
る

防
犯
教
室
な
ど
も
催
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　ま
た
志
段
味
東
学
区
は
先
月

十
六
日
、
志
段
味
東
小
学
校
＝

上
志
段
味
道
光
＝
で
出
発
式
を

開
催
。
住
民
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
と
関
係
者
、
同
小
の
全

校
児
童
が
参
加
し
た
。

　分
団
下
校
の
日
に
合
わ
せ
て

詩
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
に

新
し
い
青
パ
ト
の
前
で
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
（
左
か
ら
里
見
署
長
、
小
島

会
長
、
瀬
尾
隊
長
）
＝
瀬
古
小

あいさつをする水野隊長＝志段味東小

新
し
い「
青
パ
ト
」を
お
披
露
目

瀬
古
学
区
と
志
段
味
東
学
区
で
出
発
式

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

　Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
２
に
栄
冠

地
域
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会

区
内
初
の
簡
易
設
置
式
防
犯
カ
メ
ラ

志
段
味
西
が
優
勝 

吉
根
が
準
優
勝

市
長
杯
・
議
長
盾
争
奪
戦
区
小
学
生
ソ
フ
ト
大
会

▲

「身近なことがテーマ。

子どもたちにも親しんで

もらえれば」と犬飼さん

協
議
書
へ
の
調
印
の
後
、

出
席
者
ら
で
記
念
撮
影

出
来
た
て
を
味
わ
い
な
が
ら
の
お

し
ゃ
べ
り
が
体
育
館
に
響
い
た

優勝したＧｒｅｅｎ Ｅａｓｔ2準優勝のＡｓｏ Ｖｉｃｔｏｒｙ

区
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

優
勝
し
た
志
段
味
西
学
区

�

読
ん
で
も
ら
い
た
い

ふ
れ
あ
い
親
子
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

廿
軒
家
学
区
住
民
ら
触
れ
合
い
楽
し
む

小
幡
学
区
に
設
置
さ
れ
運
用
開
始
式

区内在住の詩人�犬飼愛生さんが受賞

詩集「ｓｔｏｒｋ ｍａｒｋ」で「小野十三郎賞」
「
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｋ 

ｍ
ａ

ｒ
ｋ
」
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
赤
ち
ゃ
ん
を
運
ぶ
際

に
つ
け
た
跡
の
意

▼


